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たとえば一行目の前半の「夏の青い夕暮れのなか」Par les soirs bleus d’été と、
２行目の前半の「麦の穂に刺されながら」Picoté par les blés を比べてみよう。
そこでは［p］と［b］という破裂音と、bleus と blés の交錯が見られる（そし
てそれは par をとおして最終行の「自然のなかを」Par la Nature とも響きあ
う）。また été と blés についたアクサン・テギュ「 ́」はまさに脛を刺す麦の
穂のようである。第２節の１行目「私はなにも考えない、私はなにも話さない」
Je ne parlerai pas, je ne penserai rien にも［p］と rai のくり返しはみられる
が、ここではむしろ［n］という鼻音のくり返しに導かれて、つぎの行の［m］
という鼻音のくり返しが準備される。「でも無限の愛が私の魂のなかをたちの
ぼる」Mais l’amour infini me montera dans l’âmeというときに、読む者は［m］
を発音するたびに口をしっかり「つぐむ」ことになる。その次の行ではむしろ


















































































だろう。« Rimbaud et Verlaine, « symboles de la diversité », bientôt au Pan-
théon ? », le 10 septembre 2020 ; « La panthéonisation de Rimbaud et Verlaine 
relève d’une idéologie bien pensante et communautariste », le 17 septembre 2020 ; 
« Rimbaud et Verlaine au Panthéon, action poétique ou contresens historique ? », le 
18 septembre 2020 ; « Ce n’est pas assagir Rimbaud et Verlaine, ni les récupérer à 






























12  Pierre Bourdieu, Manet, une révolution symbolique, Seuil, 2013, p.13.



















































14  Christophe Charle, « OPUS INFINITUM GENÈSE ET STRUCTURE D’UNE 
ŒUVRE SANS FIN », dans Pierre Bourdieu, Manet, une révolution symbolique, 
Seuil, 2013, p.543-544.
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ロップス、フロベール『聖アントワーヌの誘惑』（1878）






































27「大学／文学」論 ─ 序説　フランス象徴主義とは何か ─
って、『プラム』にはない緊張感を画面に与えている。しかしジャーナリスト
の右脚にのぞくストッキングのたるみが微笑ましい。そしてこの女性の指にも
たばこがはさまれいる。
　ディックスがマネの絵のパロディーを描いたとは思えない。しかし仕事の合
間のカフェでのつかのまの休息なのか、二つの絵には同じような〈倦怠〉（ア
ンニュイ）が漂っている。ディックスは塹壕戦の地獄ばかりでなく、マネを想
わせるこのような絵も描いた。マネもまた死骸のころがるパリ・コミューヌの
バリケードを描いたように。
　マネはパロディーによって絵画の伝統をひっくり返した巨匠である。ディッ
クスもマネにならって（つまりはパロディーのパロディーによって）、象徴主
義の伝統に回帰したのかもしれない。その作品には〈倦怠〉のほかに、1848年
の六月蜂起のときからフロベールとボードレールにつきまとって離れなかった
〈憂鬱〉（スプリーン）の影が感じられる。マネが描くココット（高級娼婦）と
ディックスが描くジャーナリストは、アルヌー夫人やボヴァリー夫人と違って
「自立」して生きる現代の女性である。しかし彼女たちの職業も危ういと言わ
ざるをえない。ココットは年老いれば見向きもされないし、ジャーナリストも、
ワイマール共和国（マッチには共和国の鷲の紋章が描かれている）ではリベラ
ルな論説を書いていても、ヒットラーが首相となる1933年以降は弾圧され、カ
タストロフへと巻き込まれてゆくしかない。
＊
　マネの絵は、その鮮やかな色彩やタッチがいかにも印象派を想わせるけれ
ど、そこにある〈憂鬱〉はボードレールやロップスやディックスのものである。
「象徴革命」を理解するには、自らの視線そのものをひっくり返さねばならな
いとブルデューは言った。われわれはそのひっくり返った視線で、マネの作品
ばかりでなく「象徴の森」の全体を見直さねばならない。芸術のジャンルを超
え、国境を越え、世紀をまたいで拡がるその「森」は、あまりにも広大である。
しかし怖気づくことはない。ボードレールがいうように、それはわれわれを「親
28
しげな視線」でみつめる、ゆたかで人間的な「森」なのだから。
